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高齢者が納得した意思決定を
家族や医療者と一緒に行うにはどうしたら良いのか？
　脳卒中に罹患した高齢者の退院先の意思決定場面では、本人が意思決定に
参加できないまま希望の場所に帰れず落胆する場面に何度も遭遇する。さら
に施設の種類や社会サービスが多様化する中で、医療と福祉の情報量の多さ
が意思決定を困難にしている。これを解決するため、意思決定を促進できる
ように構造化された価値観に基づく意思決定ガイドを開発しその効果を検
証したところ、不安の解消、参加率低下の抑制、価値観を明確にする効果が得
られた。今後、高齢者が、家族や医療者と情報や意思決定プロセスを共有し、
双方の納得のもと満足した意思決定ができるよう貢献したい。

研究内容

「高齢者と家族の意思決定支援」と
「GISを用いた社会サービスの充足度」
1. 脳卒中高齢者と家族の価値観を基盤とした退院先選択のための「意思決定
ガイドWEB版」の開発
　紙媒体の意思決定ガイドは、個別性を重視すれば情報量が増えることにな
り、一般性を重視すれば価値観の重要度に差がつかないという課題を残して
いる。そこで、人工知能（AI）を融合した「意思決定ガイドWeb版」の開発に取
り組んでいる。

2.地理情報システムGISを用いた社会サービスの充足度
　脳卒中に罹患した患者は、要介護状態となりやすく、退院先や退院後の生
活の質は、利用できる社会サービスから影響を受けやすい。しかし、多死社会
による人口の歯抜け減少により、患者が広範囲に点在するため、効率的で質
の高いサービス提供体制が喫緊の課題である。そのため、GISを用いて脳卒
中患者の人口、事業所が空間的にどのように分布しているのかを分析し、社
会サービスの過不足している地域の特定を行っている。

シーズ・地域連携テーマ例
■ 高齢者と家族の意思決定支援
■ 地理情報システムGISを用いた社会サービスの充足度
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意思決定支援、意思決定ガイド（Decision aid）、
地理情報システム（GIS）、高齢者、脳卒中

高齢者の意思を大切にする

1. 意思決定ガイド 2. GISを用いた脳卒中患者人口と事業所のプロット図
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